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概　要
　本研究では，日常的な保育場面（クラス活動場面）に注目して，幼児の笑いについて探って
いった。これは，保育者がクラス活動を展開していく際，どのように振る舞うことが，子ども
たちの笑いを引き出し，結果，子どもたちを喜ばせつつ，その興味関心を保育者に惹きつける
ことができるのか，探ってみたいと考えたからである。具体的には，クラス活動の動画記録を
もとに，そこで生じていた「笑い」について分析し，その要素を明らかにしていった。笑いが
発生した事例数は107であった。それらを分類した結果，「笑いの要素」として，「話し方」「道
化的振る舞い」「掛け合い」「子どもっぽさ」「自分の動き」「先生とのふれあい」「正解した嬉しさ」
「周りとの一体感」の 8 つが見出された。「話し方」は「おもしろい言葉の響き」「擬音語」に，
「道化的振る舞い」は「おもしろい動き」「予想外な行動」「繰り返し」に，「掛け合い」は「ボ
ケを介した掛け合い」「先生と友達が笑い合う様子」に，「自分の動き」は「自分のおもしろい
動き」「同じ動きの繰り返し」「緩急のある動き」「動かされること」にさらに細かく分類できた。
Ⅰ . 研究の目的
　「保育すなわち子どもと共に生活するという立
場に立ったときに，「笑い」について考えておく
ことは意味がある」1）と言われる。「笑いは基本的
には「快」 や「喜び」 の感情に対応する表情」２）
であり，「笑いを見つけていくということは，子
どもたちがどんなことに対して，喜びを感じてい
るのかを追うことになる」３）からである。
　幼児の笑いに関する研究としては，上述の考え
のもと，1985年からの 5 年間にわたる縦断的な行
動観察によって，幼児の笑いの変化発達を追った
友定のものが有名である４）。
　最近のものとしては，久保田らの研究がある。
久保田らは，腹話術人形「ケンちゃん」が登場す
る交通安全教室での幼児の笑いに注目し，そこで
の幼児の笑いは「学びを促進」しているとして，
幼児を魅了する「ケンちゃん」の笑いの要素を明
らかにした5）。この研究において，久保田らは，
笑いの要素分析の枠組６）を用いつつ，「ケンちゃ
ん」の笑いの要素として， 9 つの要素を特定して
いる。
　確かに，幼稚園や保育所において，ある場所が
子どもの笑いに包まれているとき，それはその場
が子どもにとって喜びの空間になっている証だと
言えるだろう。特に，保育者の様々な言動で子ど
もが笑っているとき，それは，子どもが保育者の
言動に集中している証拠であるとも言えるだろ
う。久保田らが，幼児の笑いは「学びを促進」し
ているととらえたのは，そうした意味においてで
あろう。とすれば，幼児の笑いを引き出すような
関わりは，保育者に求められる重要なスキルの 1
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つとも言えるだろう。
　以上をふまえ，本研究では，久保田らが注目し
た，“腹話術人形を用いて巧みに演じる警察官に
よる交通安全教室”という，ある意味「特別」な
場面ではなく，むしろより日常的な保育の場面に
注目しながら，幼児の笑いについて探っていく。
日常的な保育の場面としては，生活の場面，自由
遊びの場面，クラス活動の場面等が考えられるが，
本研究では，なかでもクラス活動の場面に注目し
た。これは，保育者が子どもたちの集団を対象に
クラス活動を展開していく際，どのように振る舞
うことが，子どもたちの笑いを引き出し，結果，
子どもたちを喜ばせつつ，その興味関心を保育者
に惹きつけることができるのか，探ってみたいと
考えたからである。具体的には，クラス活動の動
画記録をもとに，そこで生じていた「笑い」につ
いて分析し，その要素を明らかにしていった。分
析においては，久保田らが用いた笑いの要素分析
の枠組を参考にした。
　なお，本研究における「笑い」の定義について
は次の通りである。友定も述べている通り，「ひ
と口に「笑い」といっても，大口を開けてアッハッ
ハッと笑うものから，ひっそりとほほえむものま
で， 千差万別， 多種多様である」7）が，「笑い」
（Laughter）と「微笑」（Smile）との大きな違い
は，音声の有無であるとされる8）。「微笑」には，
例えば，得意の表情，満足そうな様子，恥ずかし
そうな様子等も含まれる9）。本研究では，前段落
で述べた関心に基づき，「微笑」（Smile） とは区
別 さ れ る， お か し さ に 伴 う 有 声 の「笑 い」
（Laughter）を分析対象とした。
Ⅱ . 研究の方法
1 ．分析対象とその収集方法
　分析対象は，Y 県内の X 幼稚園のクラス活動
場面である。クラス活動は，２01３年 5 月から ６ 月
までの間，計 7 回，記録した。撮影はビデオカメ
ラ 1 台で行った。
２ ．分析方法
　動画記録を確認しながら，保育者と幼児の言動
（言葉，口調，表情，体の動き等）を文字化した。
あわせて，どの箇所で幼児の笑いが発生したかを
示した。その後，笑いが発生した部分の保育者と
幼児の言動を，久保田らが用いた笑いの要素分析
の枠組10）を参考にしつつ，分類していった。久保
田らが示したどの要素にもあてはまらないものに
ついては，新たな要素として設定した。結果，笑
いの要素は 8 つとなった（表 1 ）。その後，この
8 つの笑いの要素の内容について詳しく考察して
いった。
Ⅲ . 研究の結果と考察
1 ． クラス活動の中でみとめられた 8 つの「笑い
の要素」
　笑いの発生事例を分類した結果，クラス活動の
中でみとめられた「笑いの要素」は，表 1 に示す
通り，「話し方」「道化的振る舞い」「掛け合い」「子
どもっぽさ」「自分の動き」「先生とのふれあい」「正
解した嬉しさ」「周りとの一体感」といった 8 つ
表 1 　クラス活動でみとめられた 8 つの笑いの要素
笑いの要素 事例数（総数２0４）
他者の言動を見て起こる笑い 話し方 ３5
道化的振る舞い ６２
掛け合い 18
子どもっぽさ 1
自分も関わって起こる笑い ■自分の動き ３３
■先生とのふれあい 1６
■正解した嬉しさ ２
■周りとの一体感 ３7
■久保田らの研究では示されていない，本研究で新たにみとめられたもの。
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となった。このうち，はじめの ４ つ「話し方」「道
化的振る舞い」「掛け合い」「子どもっぽさ」は，
久保田らが示した笑いの要素と一致していた。こ
れらは，幼児が保育者や友達といった「他者の言
動を見て起こる笑い」であると考えられた。それ
に対して， 後半の ４ つ「自分の動き」「先生との
ふれあい」「正解した嬉しさ」「周りとの一体感」は，
「自分も関わって起こる笑い」であると考えられ
た。これらは，久保田らの示した笑いの要素の中
にはなかったもので，本研究で新たにみとめられ
たものである。
　なお，笑いが発生した事例数は107であったが，
1 つの事例に， ２ 種類以上の笑いの要素がみとめ
られたものがあったため，表 1 の事例総数は２0４
となっている。
２ ．他者の言動を見て起こる笑い　　
⑴　「話し方」の分類と事例　　
　笑いの要素「話し方」に分類された事例は３5あっ
た（表 1 ）。これはさらに「おもしろい言葉の響き」
「擬音語」という ２ つの下位カテゴリーに分ける
ことができた（表 ２ － 1 ）。
　ここで「擬音語」という言葉は，「チューチュー」
という擬声語や「ビヨーン」等の擬態語両者を含
むものとして用いている。
　表 ２ － ２ － 1 は，笑いの要素「話し方」の下位
カテゴリー「おもしろい言葉の響き」の事例であ
る。
　保育者が，造形活動で作る「かえる」の見本を
提示する際に，「ケロちゃん」「ドンちゃん」とい
うかえるの名前を紹介すると， 子どもたちは
「えー！！」と言いながら笑っていた。ここから，
「ケロちゃん」「ドンちゃん」というおもしろい
言葉の響きが幼児の笑いを誘う要因になったので
はないかと考えられた。
　表 ２ － ２ － ２ は，笑いの要素「話し方」の下位
カテゴリー「擬音語」の事例である。
　紙芝居を乗せる台を出す際に，台を「紙芝居ロ
ボット」に見立て，保育者が「ウイーン」や「ギ
ギギギー」等と言いながら少しずつ組み立ててい
くのだが，途中で「ヒュルルルルル」や「ヒュー」
表 ２－ 1 　「話し方」事例の分類結果
下位カテゴリー 事例数
おもしろい言葉の響き ４
擬音語 ３1
表 ２－ ２－ 1 　「話し方」（「おもしろい言葉の響き」）の事例
年中児：壁面に飾る「かえる」製作の導入をしている場面
保育者
かえるちゃんが今日は，遊びに来てくれたの
そのかえるちゃんね，お名前があって， 1 匹は「ケロちゃん」≪おもしろい言葉の響き≫
子どもたち えー！！ケロちゃん？（笑い）
保育者
1 匹は「ケロちゃん」っていうの
みんなにもお名前あるのと同じで，かえるちゃんにもお名前があって， 1 匹は「ケロちゃ
ん」っていって，お友達やっぱりね， 1 匹だけだと寂しいって言って，もう一匹連れてき
てくれたんだけど，もう一匹のお友達のお名前は「ドンちゃん」っていうの≪おもしろい
言葉の響き≫
子どもたち えー！！ドンちゃんー？（笑い）
表 ２－ ２－ ２ 　「話し方」（「擬音語」）の事例
年少児：紙芝居を読む前，紙芝居の台を出す場面
保育者
さあ，（紙芝居の台を出しながら）ここからやってきたのは，（低い声で）紙芝居ロボッ
トだ
子どもＡ 紙芝居電車だよ～！
保育者 今日はね～，電車じゃないよ！だって，○○先生やるときいつも，電車～？
子どもたち ううん！違う～
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保育者
違うよね～，じゃあいくよ！
（左下の台を動かし）ウイーン…あ，○○ちゃん動かないで～
（左下の台を動かし，立てながら）ウイーン…
ヒュルルルルル（立てた台をたたんでしまう）≪擬音語≫
子どもたち あははははは（笑い）
保育者
（左下の台を立てて）ウイーン，ガチャン！！
（右下の台を動かし）カチャッ！
（台を立てながら）ウイーン…
（立てた台を下ろし）ヒューーーー≪擬音語≫
子どもたち あははははは！！（笑い）
保育者
（右下の台を立てながら）ガタンガタンガタンガタン
（立てた台を下ろし）ヒュイーーー≪擬音語≫
子どもたち あははははは！！（笑い）
保育者
（右下の台を立てて）ウイーン，ガチャッ！！
（紙芝居の台を少しずつ立てながら）ガタッ，ガタッ，ガタッ，ガタッ…
（立てていた台をたたみ）ヒューーーーッ≪擬音語≫
子どもたち あははははははっ！（笑い）
保育者
（紙芝居の台を少しずつ立てながら）ガタガタガタガタガタガタガタガタッ…
（立ちそうだったところをもう一度たたみ）ヒューーーーー≪擬音語≫
子どもたち あはははははは！！（笑い）
保育者
さあ力を込めて，
（紙芝居の台を少しずつ立てて）カタカタカタカタカタ，
（台を立て切り）カキン！！ギギギギギギー（台を後ろに引く）≪擬音語≫
子どもたち あははは（笑い）
表 ３－ 1 　「道化的振る舞い」事例の分類結果
下位カテゴリー 事例数
おもしろい動き ４0
予想外な行動 17
繰り返し 5
等という擬音語とともに逆戻りさせてしまうとい
う流れが繰り返されている。
　この事例では，「道化的振る舞い」（「予想外な
展開」「繰り返し」）の笑いの要素もうかがわれた
が（「道化的振る舞い」について詳しくは後述），
それとともに，保育者から発せられている様々な
擬音語も，幼児の笑いに影響していると考えられ
た。
⑵　「道化的振る舞い」の分類と事例
　笑いの要素「道化的振る舞い」に分類された事
例は６２あった（表 1 ）。これはさらに「おもしろ
い動き」「予想外な行動」「繰り返し」という ３ つ
の下位カテゴリーにわけることができた（表 ３ －
1 ）。
　「おもしろい動き」とは，保育者や友達がおも
しろい動きをしていることであり，「予想外な行
動」は思っていた展開とは違う展開になること，
「繰り返し」は同じことや同じ流れを何度も繰り
返していくことである。
　表 ３ － ２ － 1 は，笑いの要素「道化的振る舞い」
の下位カテゴリー「おもしろい動き」の事例であ
る。
　手遊び歌『トントントン』の中で，保育者は，
拳で作ったおじいさんのこぶが片方だけ取れてし
まったり，拳で作ったひげがうねうねと曲線を描
いて伸びてしまったり等，一般的な『トントント
ン』の手遊び歌では出てこないおもしろい動きを
して見せていた。そのたびに幼児に笑いが発生し
ていた。
　この事例では，「ポロッ！」「ビョーン！！」等，
「話し方」（「擬音語」） の笑いの要素もうかがわ
れたが，それとともに，保育者のおもしろい動き
も，幼児の笑いに影響していると考えられた。
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表 ３－ ２－ 1 　「道化的振る舞い」（「おもしろい動き」）の事例
年少児：手遊び歌『トントントントン』をする場面
保育者
さんはい！
♪（拳をトントン合わせながら）トントントントン（両頬に拳を当て）こぶじいさん（片方
の拳をはずし）ポロッ！≪おもしろい動き≫
子どもたち あははははは！！（笑い）
保育者
♪（拳をトントン合わせながら）トントントントン（両方の拳をあごにひげのようにつけ）
ひげじいさん（片方の拳を離しながら）ビョーン！！≪おもしろい動き≫
子どもたち あははははは！！（笑い）
保育者
♪（拳をトントン合わせながら）トントントントン（両方の拳を鼻に当て）天狗さん（片方
の拳をはずし）ポキッ！！≪おもしろい動き≫
子どもたち あははははは！！（笑い）
保育者
♪（拳をトントン合わせながら）トントントントン（指で輪をつくり目に当てて）メガネさ
ん（片方の手をはずし）ボロッ！≪おもしろい動き≫
子どもたち あははははははは！！（笑い）
保育者
♪（拳をトントン合わせながら）トントントントン（手を上に挙げ）手は上に，（手をきら
きら振りながら下ろし）キラッキラッキラッキラッ，手は（お腹に手を当て）おへそ！！こ
ちょこちょこちょこちょ～！！
子どもたち （おへそに手を当てながら）あははは（笑い）
保育者 ♪（手をひざに当てながら）手はおひざ～
表 ３－ ２－ ２ 　「道化的振る舞い」（「予想外な行動」）の事例
年少児：活動の始め，女の子たちだけがいすから立つ場面
保育者 1
始めは…女の子！立―ちま（軽くジャンプして右足を前に出し，手をセーフのような形に
前で広げて）…せん！≪予想外な行動≫
子どもたち あ～！（笑い）
保育者 1
ふふふ（手を口に当てて笑い），よく聞いていました！
女の子，立―ちま，（軽くジャンプして右足を前に出し，手で丸を作りながら）しょ！
はい，立ってください，女の子。
表 ３－ ２－ ３ 　「道化的振る舞い」（「繰り返し」）の事例
年少児：今日の活動内容について話す場面
保育者 1
では，今日はね，隣のね，○○先生（保育者 ２ ）っているでしょ？
○○先生がね，後でね……（廊下を通りかかった保育者 ２ を見つけ）ほらいた，○○
先生！ 
後で来て～（廊下の保育者 ２ に向かって手を振る）
保育者 ２ あとどれぐらいかな～？（教室のドアを少し開けて顔を出す）
保育者 1 うん，あと 5 分か10分ぐらい！
保育者 ２ りょうか～い，後で来るね！バイバーイ！（手を振り，ドアを閉める）
保育者 1 ，子ども （手を振りながら）バイバーイ！
保育者 1 ピアノをトゥルルルルルル～って…
保育者 ２ （再びドアを開け手を振り）バイバーイ！（ドアを閉める）≪繰り返し≫
保育者 1 あっ！！バイバーイ！（手を振る）ふふふふふふ（笑い）
子どもたち （手を振りながら）バイバーイ !
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子どもＡ ２ 回目だよ！
保育者 ２ （ドアを開け手を振り）バイバーイ !（ドアを閉める）≪繰り返し≫
子どもたち （手を振りながら）バイバーイ !（笑い）
子どもＡ ３ 回目だ～
保育者 ２ （ドアを開け手を振り）あ，もう 1 回，バイバーイ !（ドアを閉める）≪繰り返し≫
子どもたち （手を振りながら）バイバーイ !（笑い）
表 ４－ 1 　「掛け合い」事例の分類結果
下位カテゴリー 事例数
ボケを介した掛け合い 8
先生と友達が笑い合う様子 10
　表 ３ － ２ － ２ は，笑いの要素「道化的振る舞い」
の下位カテゴリ 「ー予想外な行動」の事例である。
　体を動かす活動を始めるときに，保育者が「立
ちましょう」と言っていすから立つよう指示をす
るように見せかけつつ，「立ちません」という言
葉を軽いジャンプを伴った動きとともに発してい
る。予想していたものとは違う保育者の言動に「あ
～！」と言い驚きつつも，幼児は笑っていた。
　表 ３ － ２ － ３ は，笑いの要素「道化的振る舞い」
の下位カテゴリー「繰り返し」の事例である。
　この事例では，廊下を通りかかった保育者が，
教室のドアを開け，「バイバーイ！」と幼児に向
けて手を振り，ドアを閉めるという一連の動作が
４ 回繰り返されている。保育者がこの動作を繰り
返す度に笑いが起こり，回数が増すにつれ，笑い
はますます大きくなっていっていた。このような
「繰り返し」も幼児の笑いを誘発するものである
ことがわかる。
⑶　「掛け合い」の分類と事例
　笑いの要素「掛け合い」に分類された事例は18
あった（表 1 ）。これはさらに「ボケを介した掛
け合い」「先生と友達が笑い合う様子」という ２
つの下位カテゴリーに分けることができた（表 ４
－ 1 ）。
　表 ４ － ２ － 1 は，笑いの要素「掛け合い」の下
位カテゴリー「ボケを介した掛け合い」の事例で
ある。
　歌遊び『ハイハイハイ』の中で，保育者から「靴
下履くの忘れてきた人」という「ボケ」の振りが
されている。その振りに対し一人の幼児が「ハイ
ハイハーイ！」と「ボケ」を返している。そのや
り取りが，周囲の幼児の笑いを誘ったのだと考え
られた。
　表 ４ － ２ － ２ も同様に，笑いの要素「掛け合い」
の下位カテゴリー「ボケを介した掛け合い」の事
例である。
　保育者の「お腹いっぱいになりましたか」とい
う問いかけに対し，一人の幼児が「お腹パンクし
表 ４－ ２－ 1 　「掛け合い」（「ボケを介した掛け合い」）の事例
年長児：歌遊び『ハイハイハイ』をしている場面
保育者 ♪赤いお洋服を着てきた人
保育者・子どもたち （手を挙げ）♪ハイハイハーイ！
保育者 ♪黒いお洋服を着てきた人
保育者・子どもたち （手を挙げ）♪ハイハイハーイ！
保育者 ♪黄色いお洋服着てきた人
保育者・子どもたち （手を挙げ）♪ハイハイハーイ！
保育者 ♪靴下履くの忘れてきた人≪ボケを介した掛け合い≫（ボケの振り）
子どもたち あははははははは！！（笑い）
子どもＡ （ふざけて）♪ハイハイハーイ！≪ボケを介した掛け合い≫（ボケ）
子どもＢ えー！（笑い）
保育者・子どもたち あはははははは（笑い）
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そう！」と「ボケ」て返し，その発言に対し保育
者が「お腹パンクしそう！？」と「ツッコミ」を
入れている。このような保育者と子ども（友達）
との「ボケとツッコミ」のやり取りを見ていた周
囲の幼児にも，笑いが発生していた。
　なお，こうした「ボケとツッコミ」のやり取り
は，久保田らが分析した「腹話術人形のケンちゃ
ん」にも多くみとめられたものである。ケンちゃ
んと警察官との場合は，「スピード感あるツッコ
ミ」が特徴であり，それが笑いの要素「掛け合い」
の下位カテゴリーとして設定されていた。幼児と
保育者の場合は，スピード感のあるボケとツッコ
ミはみとめられなかったが，両者の「ボケを介し
た掛け合い」はやはり幼児の笑いを誘っていた。
本研究では，「腹話術人形のケンちゃん」にみと
められた「スピード感あるツッコミ」とは区別し
て，「ボケを介した掛け合い」という下位カテゴ
リーを設定した。
　次に，表 ４ － ２ － ３ は，笑いの要素「掛け合い」
の下位カテゴリー「先生と友達が笑い合う様子」
の事例である。
　『手をたたきましょう』を歌う活動の中で，「ワッ
表 ４－ ２－ ２ 　「掛け合い」（「ボケを介した掛け合い」）の事例
年長児：昼食後，活動に入る前の場面
子どもたち こんにちは！
保育者 1 お腹いっぱいになりましたか？
子どもたち はーい！！
保育者 1 モリモリ食べて…
子どもＡ （手を挙げながら）お腹パンクしそう！≪ボケを介した掛け合い≫（ボケ）
保育者 1 お腹パンクしそう！？≪ボケを介した掛け合い≫（ツッコミ）
子どもたち （クスクス笑う）
保育者 1 モリモリ食べて，元気になってきたのかな？
子どもＢ （笑いながら）嘘だよ～！！ 
近くの子どもたち あははは（笑い）
表 ４－ ２－ ３ 　「掛け合い」（「先生と友達が笑い合う様子」）の事例
年少児：歌『手をたたきましょう』をうたっているとき
保育者 1 ♪手をたたきましょう（拍手しながら）トントントン，トントントン
子どもたち （歌いながら一緒に手をたたく）
保育者 1 ♪足踏みしましょう（足踏みしながら）トントントントントントントン
子どもたち （歌いながら一緒に足踏みをする）
保育者 ２ 笑いまーす！
保育者 1
♪笑いましょう（子どもＡのところに急に近づいていき，頬をつつきながら）ワッハッ
ハー！！
子どもＡ （頬をつつかれ，くすぐったそうに笑う）あははは！（笑い）≪先生と友達が笑い合う様子≫
近くの子どもたち （子どもＡと保育者の様子を見て笑う）
保育者 1 ♪笑いましょう（子どもＢのところに近づき，頬をつつきながら）ワッハッハー！
子どもＢ （頬をつつかれ）きゃははは！（笑い）≪先生と友達が笑い合う様子≫
近くの子どもたち （子どもＢと保育者の様子を見て笑う）
保育者 1 ♪ワッハッハー，ワッハッハー（子どもＢ・Ｃのところにいき，頬をつつく）
子どもＣ （頬をつつかれ）きゃあー！（笑い）≪先生と友達が笑い合う様子≫
近くの子どもたち （子どもＣと保育者の様子を見て笑う）
保育者 1 （前に戻りながら手をきらきらさせて）♪ああおもしろい
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ハッハー」の歌詞のときに保育者が幼児の頬をつ
ついて回っていた。つつかれた幼児が笑い，その
様子を見ていた周りの幼児にも笑いが生まれてい
た。幼児は，自分が直接保育者と関わっていなく
ても，友達が嬉しそうに保育者と関わり笑い合っ
ている様子を見ることで，笑いを共有することが
できるのだと思われた。
⑷　「子どもっぽさ」の分類と事例
　笑いの要素「子どもっぽさ」に分類されたのは
1 事例のみであった（表 1 ）。
　表 5 は，「子どもっぽさ」の事例である。
表 ５ 　「子どもっぽさ」の事例
年少児：手遊び歌の前の場面
保育者 今日いっぱいね，先生ね，遊んだから，お腹すいちゃったんだ≪子どもっぽさ≫
子どもたち ふふふふふふ（笑い）
表 ６－ ２－ 1 　「自分の動き」（「自分のおもしろい動き」「同じ動きの繰り返し」）の事例
年少児：手遊び歌『ポテトチップス』を歌う場面
保育者，子どもたち
♪畑のじゃがいも　　（くわで掘る動きをする）
♪もこもこ起きてきて　　（肩を交互に上下させる）
子どもたち きゃはははは！（笑いながら肩を交互に上下させる）≪自分のおもしろい動き≫
保育者，子どもたち ♪ゴシゴシ顔洗い　　（大きく顔を洗う動きをする）
子どもたち （笑いながら手をゴシゴシと顔の前で動かす）≪自分のおもしろい動き≫
保育者
♪パジャマを脱いだら太っちょで　　（低い声で）
（腕を広げ→丸いお腹を表すような手の動きをする）
子どもたち あはははは！（「太っちょ」に大笑いしながら動く）
保育者，子どもたち
♪とんとんとんとんスマートに　　（包丁で切る動きをする）
♪油のお風呂につかって　　（手でお風呂を作り，頭を左右に傾ける）
♪ポテトチップス出来上がり　　（手をキラキラさせる）
♪ああ出来上がり　ああ出来上がり…繰り返し　　（上体を前後に動かす）≪自分のお
もしろい動き≫
子どもたち
♪ああ出来上がり　ああ出来上がり…（大笑い）
（大笑いしながら動く。繰り返すとさらに盛り上がる）≪自分のおもしろい動き≫≪同
じ動きの繰り返し≫
保育者 これいつまで続けるの～（笑い）
子どもたち
♪ああ出来上がり　ああ出来上がり…（大笑いしながら計10回繰り返す）≪自分のおも
しろい動き≫≪同じ動きの繰り返し≫
保育者 できた～？？…食べる前に疲れちゃいそう！
表 ６－ 1 　「自分の動き」事例の分類結果
下位カテゴリー 事例数
自分のおもしろい動き 1６
同じ動きの繰り返し ３
緩急のある動き 11
動かされること ３
　自由遊びの後，食べ物に関する手遊び歌を歌う
クラス活動の導入として，保育者が幼児に対して，
少し甘えたような子どもっぽい口調で「お腹すい
ちゃったんだ」と発している。保育者が突然，自
分たちよりも幼い子どものような口調で話し出し
たことで，幼児に笑いが起きたのだと考えられる。
３ ．自分も関わって起こる笑い
⑴　「自分の動き」の分類と事例
　笑いの要素「自分の動き」に分類された事例は
３３あった（表 1 ）。これはさらに「自分のおもし
ろい動き」「同じ動きの繰り返し」「緩急のある動
き」「動かされること」の ４ つの下位カテゴリー
110 幼児の笑い
に分けることができた（表 ６ － 1 ）。
　表 ６ － ２ － 1 は，笑いの要素「自分の動き」の
下位カテゴリー「自分のおもしろい動き」「同じ
動きの繰り返し」の事例である。
　手遊び歌『ポテトチップス』の中に出てくる，
肩を交互に上下させる動きや上体を前後に大きく
揺らす動き等，おもしろい動きを幼児自身がして
いる際に，笑いが起きていた。また，その動きを
何度も（事例では10回）繰り返していく中で，笑
いは徐々に大きなものになっていっていた。自分
で同じ動きを繰り返すことも，幼児の笑いを誘発
する要因であると考えられた。
　表 ６ － ２ － ２ は，笑いの要素「自分の動き」の
下位カテゴリ 「ー緩急のある動き」の事例である。
　ピアノ演奏が流れているときは歩き，ピアノ演
奏が止まったときは動きを止めるという音楽遊び
『遠足ごっこ』の中で，演奏の停止に合わせて動
きを止める度に幼児に笑いが生まれていた。動き
自体は「歩く」「止まる」という日常的なものであっ
たため，「歩いていたのを急に止める」という動
表 ６－ ２－ ２ 　「自分の動き」（「緩急のある動き」）の事例
年少児：音楽遊び『遠足ごっこ』で，男の子たちが歩く場面
保育者 1
男の子行くよ～！かっこよく手を振ってね！
お願いしまーす！
保育者 ２ （ピアノで「さんぽ」を弾く）
保育者 1 （歩きながら）いち，に，さん，し！ゴーゴーゴー！
男の子たち （保育者 1 の後をついて行く）
保育者 1 おててを振って，
保育者 ２ ♪ジャン !（演奏を止める）
保育者 1 あ！止まった！！（ピタッと止まる）
男の子たち （ピタッと止まりながら）あははははは！（笑い）≪緩急のある動き≫
女の子たち （男の子たちが止まったのを見て）あはははははは！（笑い）
保育者 ２ （ピアノで「さんぽ」を弾く）
保育者 1 あ～始まった！（歩き出す）止まるかな？止まるかな？
男の子たち （歩き出す）
保育者 ２ ♪ジャン !（歩き出してすぐに演奏を止める）
保育者 1 あっ！！止まった！！（ピタッと止まって）
子どもたち （止まりながら）あはははははは！！！（大笑い）≪緩急のある動き≫
保育者 ２ （ピアノで「さんぽ」を弾く）
保育者 1 ああ，動いた動いた！（歩き出す）止まるかな？
保育者 ２ ♪ジャン！（演奏を止める）
保育者 1 あっ！！！（腕を振り上げたままの状態でピタッと止まる）
男の子たち （止まりながら）あははははははは！！！（大笑い）≪緩急のある動き≫
女の子たち （先生と男の子たちを見て）あはははははは！！！（大笑い）
保育者 ２ （ピアノで「さんぽ」を弾く）
保育者 1 はい，また動いて～！（歩きだす）いち，に！いち，に！
男の子たち （ピアノの方を気にしながら歩く）
保育者 1 止まるかな～？
保育者 ２ ♪ジャン！（演奏を止める）
保育者 1 あ～！！（少しかがんで止まる）
男の子たち （止まりながら）あはははははははは！！！（大笑い）≪緩急のある動き≫
女の子たち （先生と男の子たちを見て）あははははははは！！！（大笑い）
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きの緩急が，笑いの要因であると考えられた。
　なお，この事例では，腕を振り上げたままの状
態でピタッと止まるといった保育者の「おもしろ
い動き」や，みんなで一斉に止まるという「周り
との一体感」も，笑いの要因になっていたように
思われたが（「周りとの一体感」について詳しく
は後述），それだけではなく，緩急のある動きが，
幼児の笑いに影響していると考えられた。
　表 ６ － ２ － ３ は，笑いの要素「自分の動き」の
下位カテゴリ 「ー動かされること」の事例である。
　これは，保育者が数人の幼児に日が当たってし
まっていることに気づき，幼児が座ったままのい
すを手前に引き，いすごと日の当たらない場所ま
で移動させるという場面である。いすに座ったま
ま動かされた幼児たちは，いすごと引っ張られる
感覚がおもしろかったらしく，嬉しそうに笑って
いた。
　この事例では，「ギギギギギ～」という「話し方」
（「擬音語」）も笑いの要因になっていたように思
われた。また，いすを動かされた幼児たちが顔を
見合わせて笑うという様子からは「周りとの一体
感」という笑いの要素もうかがわれた（「周りと
の一体感」について詳しくは後述）。それらとと
もに，保育者にいすに座ったまま動かされたこと
も幼児の笑いに影響していると考えられた。
⑵　「先生とのふれあい」の分類と事例
　笑いの要素「先生とのふれあい」に分類された
事例は1６あった（表 1 ）。
　表 7 は，「先生とのふれあい」の事例である。
　童謡『おつかいありさん』を歌っているときに，
保育者がありの触覚に見立てた両人差し指で数名
の幼児の頭をつついて回ると，頭をつつかれた幼
児が嬉しそうに笑っていた。保育者との触れ合い
が，幼児の笑いを生むものであることがうかがわ
れた。
表 ６－ ２－ ３ 　「自分の動き」（「動かされること」）の事例
年少児：朝のお歌の前の場面
保育者
（窓側に座っている，日が当たっている子どもに）ちょっと暑いよね。では，ちょっと前に
出ます。
（日が当たっている子どものいすを動かしながら）ギギギギギ～，ふふ（笑い）
はい，ここもいいですか。（子どもＡのいすを動かしながら）ギギギギギ～≪動かされること≫
子どもＡ あははは！（いすを動かされて笑う）
子どもＢ やって！○○ちゃんにも！
保育者 やるやる！ギギギギギギ～（隣の子どもＢのいすを動かす）≪動かされること≫
子どもＢ あははははは！（いすを動かされて笑う）
子どもＣ おもしろそうだね。
保育者 ギギギギギギ～（隣の子どもＤのいすを動かす）≪動かされること≫
子どもＡ，Ｂ，Ｄ きゃはははははは！！（いすを動かされた子どもＡ，Ｂ，Ｃたちが顔を見合わせて笑う）
保育者 はいよかった，お日様暑いもんね。
表 ７ 　「先生とのふれあい」の事例
年少児：『おつかいありさん』を歌っているとき
保育者 ２ 今度はありさんに，（指で魔法をかける真似をして）へーんしん！！
保育者 1
子どもたち
（人差し指をありの触覚のように頭の上に立て，歌をうたう）
保育者 1
♪あんまり急いで（子どもＡの頭を，人差し指でつつき）ごっつんこ！≪先生とのふれ
あい≫
子どもＡ （頭をつつかれ倒れる真似をしながら）うふふふ（笑い）
保育者 1 ♪ありさんとありさんが（子どもＢの頭をつつき）ごっつんこ！≪先生とのふれあい≫
子どもＢ （頭をつつかれ）ははは！（笑い）
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⑶　「正解した嬉しさ」の分類と事例
　笑いの要素「正解した嬉しさ」に分類された事
例は ２ あった（表 1 ）。これは，保育者の問いか
けに対し，正解した喜びから生じる笑いのことで
ある。
　表 8 は，「正解した嬉しさ」の事例である。
　対称切りという技法を学ぶ際の導入として，保
育者が「半分に折った紙を切って開いたらどんな
保育者 1
♪あっちいって（指でつつく真似をしながら）ちょんちょん，こっちきて（子どもＢの
隣の子どもの頭をつつき）ちょん！
（指でつつく真似をしながら）♪あいたた，ごめんよ，（立ち上がっていた子どもＣの
頭をつつきながら）そのひょうし≪先生とのふれあい≫
子どもＣ （頭をつつかれ）ふふふ（笑いながら嬉しそうに部屋の中を走る）
保育者 1
♪わすれたわすれた（後ろの子どもの方に歩いていく）（リズムに合わせて ３ 人の子ど
もの頭を 1 回ずつつつきながら）おつかいを≪先生とのふれあい≫
つつかれた子どもたち （頭をおさえて，顔を見合わせながら）きゃははは（笑い）
保育者 1 ♪あっちいって（子どもＤの頭をつつきながら）ちょんちょん≪先生とのふれあい≫
子どもＤ （頭をつつかれ，保育者を見ながらニコニコ笑う）
保育者 1 ♪こっちいって（子どもＥの頭をつつきながら）ちょん！≪先生とのふれあい≫
子どもＥ （頭をつつかれて）ふふふふ（笑い）
保育者 ２ はい，拍手～！
保育者 1 （拍手をしながら）拍手～！！
表 ８ 　「正解した嬉しさ」の事例
年長児：対称切りの技法を用いた造形活動の導入をしている場面
保育者
では，モリモリ食べてパワーが出てきたと思うので，みんなに問題です。
（紙を出しながら）ジャン！ここにこんな紙があります！
この紙をビビビビビビビビ～って折って，ここを（指で線をなぞり）切ったら，どんな形にな
るでしょう？
子どもたち お花～！雲～！
保育者 お花みたいなフワフワな形になると思う？雲みたいになると思う？これを切ったら，こっちは…？
子どもたち 同じ～！
保育者 （※ ここで，「同じになると思う？」「同じになる！」というやり取りが繰り返される。）同じだと思う人？
子どもたち （手を挙げ）はい！
保育者
はい，では，どうかな～？（はさみで切りながら）ジャジャジャジャジャジャジャジャジャー
ン…みんなが同じって言ってるけど，どうかな～？どうかな～？？シャキン！できました！！
（切り終える）
同じになるんだよね？
子どもたち うん！！
保育者 フワフワの雲みたいなお花みたいな形になるんだよね？？
子どもたち うん！！！
保育者 本当～？では，いってみたいと思います！開くよ！ジャージャン！！（切った紙を開く）すごーい！！！≪正解した嬉しさ≫
子どもたち
きゃー！！！
イエーイ！！
やったー！！！（笑い）
保育者 すごーい！こんなことわかっちゃうの？
子どもたち うん！！
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形になるか」というクイズを出した。保育者の問
いかけに対し自分なりの答えを言い，その答えが
合っていたことがわかると，幼児たちは「イエー
イ」「やったー」と喜び笑い合っていた。この様
子から，自分の考えた答えが合っていたことへの
喜びが幼児の笑いを誘発しているのだと考えられ
た。
⑷　「周りとの一体感」の分類と事例
　笑いの要素「周りとの一体感」に分類された事
例は３7あった（表 1 ）。
　表 9 は，「周りとの一体感」の事例である。
　これは，耳鼻科検診を受ける前に鼻と耳を医師
に見せる練習をしていた場面である。保育者は，
医師に鼻の穴の中がよく見えるようにすることが
大事であると伝えるために， ブタのように「ブ
表 ９ 　「周りとの一体感」の事例
年少児：耳鼻科検診を受ける練習をしている場面
保育者 1 じゃあ，みんなで（鼻に手を当て）ブヒ！
保育者 ２ さんはい！
保育者・子どもたち （全員で鼻を指で押しながら）ブヒ！！≪周りとの一体感≫
保育者 1 ・ ２ あははは（拍手する）
子どもたち あはははははは！！！（笑い）
保育者 1 はい，そんなふうに！あの，本番は「ブヒ」しなくていいけど…
保育者 ２ いや，「ブヒ」って見せてあげていいんじゃない？
保育者 1
あ，（あごを上げ，鼻の穴を見せるようにして）「ブヒ」って見せようか！
さんはい！
保育者・子どもたち （全員であごを上げて）ブヒ！！≪周りとの一体感≫
子どもたち うふふふ！あはははは！！（笑い）
保育者 1 はい，そういうふうに，あとはお耳も！はい，見せて！
子どもたち （横を見て耳を前に向ける）
保育者 ２ あ！（耳に手を当て）お耳見せるとき，なんて言う？？
保育者 1 お耳どうする？？
保育者 ２
わかった！！ぞうさんのお耳が（大きな耳を手で作りながら）とっても大きくて素敵だ
から，「パオーン」って見せる？？
保育者 1 あ！いいね～，いくよ，さんはい！
保育者・子どもたち （全員で横を見て耳を前に向けて）パオーン！≪周りとの一体感≫
子どもたち きゃーあ！！あははははは！！（笑い）
保育者 1 はい，お鼻は？（鼻に指を当て）さんはい！
保育者・子どもたち （全員で鼻の穴を指で押し広げながら）ブヒー！！≪周りとの一体感≫
子どもたち きゃはははは！（笑い）
保育者 1 はい，お耳は？（耳を指差し）さんはい！
保育者・子どもたち （全員で横を見て耳を前に向けて）パオーン！≪周りとの一体感≫
子どもたち あははははははははは！（笑い）
保育者 1 お鼻はー？（鼻に指を当て）さんはい！
保育者・子どもたち （全員で鼻の穴を指で押し広げながら）ブヒー！！≪周りとの一体感≫
子どもたち あはははははは！！（笑い）
保育者 1
はい！では，そういうふうに耳の先生にも見せてあげてください！いいですか？？（手
を挙げる）
子どもたち （手を挙げながら）はーい！！
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ヒ！」と言いながら，鼻の穴を指で上に押し広げ
るという動作を幼児に促していた。保育者 1 が医
師に扮し，幼児一人ひとりを回って，それらの動
作を各自に促した後，最後に，クラス全体で一斉
に「ブヒ！」と言って鼻の穴を指で押し広げた。
すると，個々にやっていたときには起きなかった
ような大きな笑いが起きた。その後，医師に耳の
穴を見せる練習として，ゾウの大きな耳をイメー
ジしながら，クラス全体で一斉に，「パオーン！」
と言いながら耳を見せる動作をすると，再び幼児
に大きな笑いが発生した。
　この事例では，「話し方」（「擬音語」）や「自分
の動き」（「おもしろい動き」）等の笑い要素もう
かがわれたが，個々の練習と全体の練習でほぼ同
じことをしていたにも関わらず，全体で一斉にし
たときに大きな笑いが生じていたことから，一斉
に同じことをし，「周りとの一体感」を感じるこ
とが，幼児の笑いに大きく影響しているのだと考
えられた。
Ⅳ . 総合考察
　本研究では，日常的なクラス活動の場面で起こ
る幼児の「笑い」の要素について探ってきた。具
体的には，クラス活動の動画記録をもとに，幼児
に笑いが発生した箇所を事例として抜き出し，久
保田らが用いた笑いの要素分析の枠組を参考にし
つつ分類していった。久保田らが示したどの笑い
の要素にもあてはまらないものについては，新た
な要素を設定した。結果，表 1 に示す通り，「話
し方」「道化的振る舞い」「掛け合い」「子どもっぽ
さ」「自分の動き」「先生とのふれあい」「正解した
嬉しさ」「周りとの一体感」といった 8 つの要素
がみとめられた。このうち，はじめの ４ つ「話し
方」「道化的振る舞い」「掛け合い」「子どもっぽさ」
は，久保田らが示した笑いの要素と一致しており，
これらは，幼児が保育者や友達といった「他者の
言動を見て起こる笑い」であると考えられた。そ
れに対して， 後半の ４ つ「自分の動き」「先生と
のふれあい」「正解した嬉しさ」「周りとの一体感」
は，「自分も関わって起こる笑い」であると考え
られた。これらは，本研究で新たにみとめられた
もので，久保田らが示した笑いの要素にはなかっ
たものである。日常的なクラス活動場面を分析対
象にしたことで，自分自身が動くこと，他者とふ
れあうこと，周りとの一体感を感じること等も，
幼児の笑いを誘発するものであることを明らかに
できたのだと思われる。
　また，この 8 つの要素のうち ４ つは，それぞれ
表10　クラス活動でみとめられた 8 つの笑いの要素と下位カテゴリー
笑いの要素 下位カテゴリー 事例数（総数２0４）
他者の言動を見て起こる笑い 　話し方 ■おもしろい言葉の響き ４
■擬音語 ３1
　道化的振る舞い 　おもしろい動き ４0
　予想外な行動 17
　繰り返し 5
　掛け合い ■ボケを介した掛け合い 8
■先生と友達が笑い合う様子 10
　子どもっぽさ － 1
自分も関わって起こる笑い ■自分の動き ■自分のおもしろい動き 1６
■同じ動きの繰り返し ３
■緩急のある動き 11
■動かされること ３
■先生とのふれあい － 1６
■正解した嬉しさ － ２
■周りとの一体感 － ３7
■久保田らの研究では示されていない，本研究で新たにみとめられたもの。
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さらに細かな下位カテゴリーに分けることができ
た（表10）。その中でも，「ボケを介した掛け合い」
は，保育者と年長児とのやり取りの中でのみみと
められたものである。「ボケ」で笑うこと，ある
いは自ら「ボケ」ることは，その場で展開されて
いる出来事の文脈を理解していることが前提とな
る。とりわけ自ら「ボケ」るという行為は，その
場で展開されている出来事の文脈をあえて的確に
「外す」行為であり，それにはある程度の認知や
言語表現の発達が必要であることが推察される。
その意味で，年長児のみにこうした笑いが確認さ
れたことは興味深い。一方，「擬音語」による笑
いは，年少児に多く見られた。保育者が「ウィー
ン」「ヒューー」等の「擬音語」を発する度に年
少児には笑いが起きていた。
　表10に見る通り，全体を通して，幼児の笑いの
事例数が最も多かったものは「道化的振る舞い」
であり，保育者や友達が「おもしろい動き」をし
たときに，その動きを見ていた幼児たちに笑いが
起こる場面が多くみとめられた。
　また，全体を通して特に興味深かったのは，「周
りとの一体感」による笑いであった。ある動作を
するにも，自分一人でしたときには特に笑いが起
きなかったのに，クラス全体ですると，大きな笑
いが起こるという様子が見られた。また，そうし
た笑いがみるみるクラス全体に波及していく様子
もみとめられた。自分以外の子が保育者とふれあ
い笑い合う様子を見ている幼児に，笑いが発生す
るという事例も見られた。ここでも，楽しい笑い
が幼児たちに共有され，クラス全体に波及してい
く様子がみとめられた。こうして，クラス全体が
楽しい雰囲気に包みこまれていっていた。これも
クラス活動という，幼児が集団で過ごす場面を分
析対象にしたことで，見えてきたものであると思
われる。
　保育者が子どもたちの集団を対象にクラス活動
を展開していく際，どのように振る舞うことが，
子どもたちの笑いを引き出し，結果，子どもたち
を喜ばせつつ，その興味関心を保育者に惹きつけ
ることができるのか，探ってみたいと考え，本研
究を行った。結果的には，保育者が「おもしろお
かしく演じる」ことでのみ，笑いが発生するので
はなく，幼児は「自分も関わって」笑いを生みだ
していた。もちろん，その背景には，「自分の動き」
によって生じる楽しさや，「周りとの一体感」等
を幼児が感じられるような保育者の関わりがあっ
た。本研究を通して，これら幼児に笑いが生まれ
る様々な具体的事例を見ることができた。
　本研究では，クラス活動の撮影時間に学年ごと
差があったため，詳細な学年比較をすることはで
きなかったが，今後は，学年ごとの笑いの特徴に
も注目していきたいと思う。また，今回はクラス
活動場面のみに焦点を当てて研究を行ったが，ク
ラス活動場面以外の，様々な場面での幼児の笑い
にも今後注目していけたらと思う。
　本研究を通して，「笑いを見つけていくという
ことは，子どもたちがどんなことに対して，喜び
を感じているのかを追うことになる」11）という友
定の言葉を改めて実感することができた。これか
らも，幼児の笑いをたくさん見つけていきたいと
思う。
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